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岡崎利平 1.434 0.072 0.118 2９．９９９
新中平之丞 1.366 18.7600.357
中野乙次郎 1.828 1７．４３２0.030 ０．３７１
橋本元三郎 ２．２１１ 1.202 0.651 3０．７５３
原和三郎 3.945 1.2435７ 844 7.596 70.628
平野仲次 2７．１３４ 1.990 0.385 0.354 2９．８６３
平林伊勢次’15.10811.999 0.130 0.387 17.624崎 平林利太郎ｌ１４ＭｌＭ５ 0.149 0.670 1７．４０４
細川筆蔵 1３．６１２ 1.05810.085 0.342 15.097
部 細川栄助 1６．３４９ 1.594 1.310 0.820 2０．０７３
武藤類吉 72.146 ０．０７５ ０．１０２ 72.323
落 武藤満 27.346 1.739 0.232 1.210 30.527
武藤久万三郎’30.93812.638 0.886 0.475 34.937
森岩次 1.25310.29417.045 0.223 1８．８１５
矢野川栄太郎 17.336 1.590 0.446 1９．３７２
矢野川龍 3２．４１１ 0.411 0.007 0.954 3３．７８３
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泥谷寿太郎135.514 1.584 0.134 0．００２１３７．７７４0.540
安岡米次’13.64411.58010.552 16.570０．７９４
吉村伝太郎’13.3621Ｌ23810.1911Ｍ2１ 1５ 112
計
（
６
）
三
崎
村
教
育
一
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
｜
編
纂
昭
和
十
年
刊
行
と
推
定
郷
士
史
之
部
推
（
７
）
高
知
県
土
佐
清
水
市
役
所
三
崎
支
所
保
管
は目
（８）《口帳によっては所有権移転、地目変更などにより鮫初の土地所有者を記し
地
て
い
る
第
一
葉
を
残
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
又
、
新
様
式
採
用
の
た
め
そ
の
時
点
の下
か
ら
書
換
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
所
有
者
は
わ
か
ら
な
い
。
以林
（９）「明治二十二年高知県統計書全」八十七頁
山
（
、
）
石
渡
貞
雄
「
農
民
分
解
論
」
有
斐
閣
昭
和
三
十
年
刊
十
三
’
十
四
頁
へヨカる
（
、
）
矢
野
川
正
修
日
誌
一
局
知
県
土
佐
清
水
市
下
の
段
矢
野
川
八
洲
雄
氏
所
蔵
あで
（⑫）例えば明治二十二年六月二十四日、一一一崎村において自由党の演説会があ
字
り
、
国
民
党
の
根
拠
地
だ
け
に
士
陽
新
聞
も
そ
の
状
態
を
詳
細
に
報
道
し
て
い
る
が
、
数の
同
村
国
民
党
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
矢
野
川
正
修
も
そ
の
日
記
に
「
聴
象
三
百
位
是
後算
ヨ
リ
人
民
始
メ
テ
政
意
ア
リ
」
と
述
べ
彼
ら
の
力
を
認
め
て
い
る
。
換
又、明治二十一一一年一月十六日、一一一崎村において自由党の政談演説会があり
卜一二阿
推
先
と
同
様
に
士
陽
新
聞
が
報
道
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
閉
会
後
矢
野
川
某
の
質
問
期協いありしもこ氏（自由党弁士ｌ筆者註）は懇篤之叺応答したり」とあり、矢
に
・
粗
な
野
川
正
修
は
そ
の
日
記
に
「
質
問
ス
数
ケ
条
ア
リ
記
ス
カ
及
ハ
サ
レ
ハ
敢
テ
論
セ
ス
」
果
い
地
ま
結
な
の
含
と
記
し
て
い
る
。
論
争
は
明
ら
か
に
彼
の
敗
北
で
あ
っ
た
。
矧邨耽鮒（昭）矢野川正修は慶応二年現高知県土佐清水市三崎に生まれ、一一一崎村助役、隣
搬怖孵肺村下川口村助役などを努めた。日誌は明治十一一一年七月七日から同二十八年
地を治外一月十四日までのもので、明治二十一一年から同二十五年に至るまでの自由
士算明村党と国民党の政争が一一一崎村を中心として相当祥しく記されている。この面
換
，
の
⑳
に
関
す
る
記
録
は
筆
者
が
抄
と
し
て
「
土
佐
史
談
」
復
刊
第
三
十
九
号
、
四
十
号
に
公
注
表
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
日
誌
は
註
（
、
）
の
と
お
り
三
崎
下
の
段
の
矢
野
川
八
洲
雄
氏
が
所
有
し
て
い
る
。
へける反自由民権派の経済的基盤（松岡）
一一一一一一
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
二
十
一
号
（皿）矢野川正修日誌によって支持党派を調べたため。
（巧）第四表耕地所有者の階層分析参照
（
焔
）
中
村
吉
治
編
「
体
系
日
本
史
叢
書
９
社
会
史
Ⅱ
」
山
川
出
版
社
昭
和
四
十
年
刊
四
百
二
十
一
’
二
頁
（Ⅳ）矢野正修日誌によると彼らの具体的な政治活動は殆んどな
く
、
又
、
実
際
の
指
導
者
の
黒
幕
た
り
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能である。
（岨）三崎村教育一ⅡⅡⅡⅡⅡ｜編纂「三崎村誌」昭和十年刊行と推
定
歴
代
理
事
者
之
部
（
四
）
中
村
吉
治
編
「
体
系
日
本
史
叢
書
９
社
会
史
Ⅱ
」
山
川
出
版
社
昭
和
四
十
年
刊
二
百
九
十
一
頁
（別）安良城盛昭「地主制の展開」岩波講座日本歴史近代（３）
所
収
岩
波
書
店
昭
和
三
十
七
年
刊
行
九
十
八
頁
（Ⅲ）有権者の確定数はわからないが矢野川正修日記（明治二十
三
年
七
月
一
日
）
に
よ
る
と
二
十
五
名
と
な
っ
て
お
り
、
士
陽
新
聞
．（明治二十一一一年一月二十五日）によると四十余名となって
いる。
一一
二
四
Hosei University Repository
